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• p.13 命題 2.1.3の 10行目　
（第 1刷） (ii) 任意の ε > 0に対し，M ∩ [β, β − ε) �= ∅．
（訂正） (ii) 任意の ε > 0に対し，M ∩ [β, β + ε) �= ∅．

• p.22 例 2.5.3の 2行目と 4行目
（第 1刷） 数列 {

an = (−1)n +
1
n

∣∣∣∣∣ n ∈ N

}

は収束しないが，その部分列 {
a2m = 1 +

1
2m

∣∣∣∣∣ m ∈ N

}

は 1に収束する．
（訂正） 数列 {

an = (−1)n +
1
n

}∞

n=1

は収束しないが，その部分列 {
a2m = 1 +

1
2m

}∞

m=1

は 1に収束する．
• p.23　 5～10行目
（第 1刷）

(i) I1 ∩ {x1, x2, ..., xn, ...}の中で番号の 1番小さいものを xi1とする．

(ii) I2 ∩ ({x1, x2, ..., xn, ...} − {xi1})の中で番号の 1番小さいものを xi2とする．

(iii) I3 ∩ ({x1, x2, ..., xn, ...} − {xi1 , xi2})の中で番号の 1番小さいものを xi3とする．
...

(m) Im ∩ ({x1, x2, ..., xn, ...} − {xi1 , xi2, ..., xim−1}) の中で番号の 1番小さいものを xim とする．

（訂正）

(i) I1 に含まれる数列 {x1, x2, ..., xn, ...}の中で番号の 1番小さいものを xi1とする．

(ii) I2 に含まれる数列 ({x1, x2, ..., xn, ...} − {xi1})の中で番号の 1番小さいものを xi2とする．

(iii) I3に含まれる数列 ({x1, x2, ..., xn, ...}−{xi1, xi2})の中で番号の 1番小さいものを xi3とする．

...

(m) Im に含まれる数列 ({x1, x2, ..., xn, ...} − {xi1, xi2, ..., xim−1}) の中で番号の 1番小さいもの
を xim とする．• p.23 下から 2行目
（第 1刷）

< |am − b| + |an − b| <
ε

2
+

ε

2
= ε.

（訂正）
≤ |am − b| + |an − b| <

ε

2
+

ε

2
= ε.
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• p.24 10～12行目
（第 1刷） M = max {a1, ..., aN, an0 + 1}
とおくと，

an ≤ M (n = 1, 2, ...).

（訂正） M = max {a1, ..., aN, an0 + 1}，　 L = min{a1, ..., aN, an0 + 1}
とおくと，

L ≤ an ≤ M (n = 1, 2, ...).

• p.36 下から 4行目
（第 1刷） supE − f(xn) >

1
n

（訂正） supE − f(xn) <
1
n

• p.51 下から 4行目，文末
（第 1刷） ある c ∈ [x, y]が存在して，
（訂正） ある c ∈ (x, y)が存在して，

• p.53 問 4.5.5　第 1刷の問題を追加・修正．以下のようにする．
(1) f : R → R, f(x) = x4 − 2x2

(2) f : R − {1} → R, f(x) =
x2

x − 1

(3) f : R − {2} → R, f(x) =
x2 − 1
x − 2• p.59

◦ 証明の 2行目

（第 1刷） ～大値の原理より

（訂正） ～大値・最小値の原理より

◦ 同 8行目

（第 1刷）
mx ≤

∫ x

0

mdt

（訂正）
mx =

∫ x

0

mdt

◦ 同 12行目

（第 1刷）
m

x2

2
≤

∫ x

0

mtdt

（訂正）
m

x2

2
=

∫ x

0

mtdt

• p.67 例 5.3.2の 2～4行目
（第 1刷） における微分は，Df(1, 3)(h1, h2) = h1 + 6h2 であることを示す．

lim
(h1,h2)→0

|f(1 + h1, 3 + h2) − f(1, 3) − (h1 + 6h2)|√
h2

1 + h2
2

= lim
(h1,h2)→0

|(1 + h1)2 + (3 + h2)2 − (12 + 32) − (h1 + 6h2)|√
h2

1 + h2
2

（訂正） における微分は，Df(1, 3)(h1 , h2) = 2h1 + 6h2 であることを示す．

lim
(h1,h2)→0

|f(1 + h1, 3 + h2) − f(1, 3) − (2h1 + 6h2)|√
h2

1 + h2
2

= lim
(h1,h2)→0

|(1 + h1)2 + (3 + h2)2 − (12 + 32) − (2h1 + 6h2)|√
h2

1 + h2
2
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• p.78
◦ 定義 6.1.4の 5行目

（第 1刷） とする．関数 f : R → Rに対し，

（訂正） とする．有界な関数 f : R → R
††に対し，

◦ 脚注追加
†† つまり， f の像が有界，定積分を考える際は，f は常に有界であるものとする．

• p.87

◦ 定義 6.3.4の１～2行目

（第 1刷） 閉区間 [a, b]で積分可能な関数 f と実数 x ∈ [a, b]に対し，定積分∫ x

a

f(t)dt

（訂正） 閉区間 [a, b]で積分可能な関数を f とする．c ∈ [a, b]を固定し，実数 x ∈ [a, b]に
対し，定積分 ∫ x

c

f(t)dt

◦ 注意の 1行目

（第 1刷） 実数 c ∈ [a, b]に対し，
∫ x

c

f(t)dtも f の積分関数である．

（訂正） 実数 c′ ∈ [a, b]に対し，
∫ x

c′
f(t)dtも f の積分関数である．

◦ 注意の 3行目

（第 1刷） ∫ x

a

f(t)dt −
∫ x

c

f(t)dt =
∫ c

a

f(t)dt

（訂正） ∫ x

c

f(t)dt −
∫ x

c′
f(t)dt =

∫ c′

c

f(t)dt

• p.88

◦ 証明の 1行目

（第 1刷） (1)　最大値・最小値の原理（定理 3.2.8）により，ある実数M が存在し，

（訂正） (1)　 f は [a, b]で有界なので，ある実数M が存在し，

◦ 同 3行目

（第 1刷）
|F (x + h) − F (x)| =

∣∣∣∣∣
∫ a+h

a

f(t)dt −
∫ x

a

f(t)dt

∣∣∣∣∣
（訂正）

|F (x + h) − F (x)| =

∣∣∣∣∣
∫ x+h

a

f(t)dt −
∫ x

a

f(t)dt

∣∣∣∣∣
• p.89

◦ 例 6.3.6の 1行目

（第 1刷） (1)　関数

（訂正） (1)　 x ≥ 0に対し，関数

◦ 同 4行目

（第 1刷）
F (x) =

∫ x

0

f(x)dx =

{
x (x ≤ 1)
1 (x > 1)

（訂正）
F (x) =

∫ x

0

f(t)dt =

{
x (x ≤ 1)
1 (x > 1)
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◦ 同 7行目

（第 1刷）
F (x) =

∫ x

0

f(x)dx =
px2

2
+ qx

（訂正）
F (x) =

∫ x

0

f(t)dt =
px2

2
+ qx

◦ 同 9行目

（第 1刷） (3)　関数

（訂正） (3)　 x ≥ 0に対し，関数

◦ 同 12行目

（第 1刷）
F (x) =

∫ x

0

f(x)dx = x

（訂正）
F (x) =

∫ x

0

f(t)dt = x

• p.90 上の注意 4行目と 6行目
（第 1刷） 関数 f の原始関数を f の不定積分と呼び∫

f(x)dx

と表すことがある．

（第 2刷） 関数 f の原始関数に任意定数を加えたものを f の不定積分と呼び，これらをまとめて∫
f(x)dx

と表すことがある．

（訂正） 関数 f の原始関数に任意定数を加えたものを f の不定積分と呼び，これらをまとめて∫
f(x)dx

と表すことにする．
• p.92 証明の 4行目
（第 1, 2刷）

d

dt
(F (ϕ(t)))′ = f(ϕ(t))ϕ′(t)

（訂正） (F (ϕ(t)))′ = f(ϕ(t))ϕ′(t)

• p.94 6.5節の 7～8行目
（第 1, 2刷） Mi = sup {f(x) | xk−1 ≤ x ≤ xk}

mi = inf {f(x) | xk−1 ≤ x ≤ xk}

（訂正） Mk = sup {f(x) | xk−1 ≤ x ≤ xk}
mk = inf {f(x) | xk−1 ≤ x ≤ xk}

• p.95 証明の 1行目
（第 1, 2刷）「(1)ならば (2)」，「(3)ならば (2)」は明らかなので，
（訂正） 「(1)ならば (4)」，「(3)ならば (2)」は明らかなので，

• p.100 下から 4行目
（第 1, 2刷）

e = lim
x→0

(
1 +

1
x

)x

（訂正）
e = lim

x→∞

(
1 +

1
x

)x
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